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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加湿器を含んでいる呼吸可能なガス供給装置であって、
　外部ケースと、
　前記外部ケースの内部に配設されている筐体であって、前記外部ケースとは別体に形成
されており、ファン空洞を少なくとも部分的に形成している前記筐体と、
　前記ファン空洞内に位置決めされているファンであって、陽圧の空気を供給するように
構成されている前記ファンと、
　前記加湿器のための水を保持するための加湿器タンクと、
　供給された前記陽圧の空気を搬送するための空気流路であって、前記筐体及び前記加湿
器タンクを通過している前記空気流路と、
　前記外部ケースの内部に位置決めされている第１のプリント基板と、
　前記外部ケースの内部に前記第１のプリント基板を支持するための取付ガイドと、
　を備えている前記ガス供給装置において、
　前記第１のプリント基板が、前記筐体に隣り合って位置決めされており、
　前記第１のプリント基板が、前記空気流路の内部において前記陽圧の空気の供給から隔
離されており、
　前記加湿器が、前記加湿器タンクを受容するためのベースユニットを備えており、
　前記ベースユニットが、前記外部ケースに取り外し可能に接続されており、
　前記ベースユニットが、密着構造体を含んでおり、前記空気流路が、前記筐体から前記
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加湿器タンクに至るように、前記ベースユニットの前記密着構造体を通じており、
　前記加湿器タンクが、加湿器タンクベースと加湿器タンク蓋とを備えており、前記加湿
タンクベースと前記加湿タンク蓋とが、前記加湿器タンクベースと前記加湿器タンク蓋と
が前記ベースユニットから単一ユニットとして取り外し可能とされるように互いに対して
取り付けられていることを特徴とするガス供給装置。
【請求項２】
　前記外部ケースが、前記第１のプリント基板が前記外部ケースの外側と通気するように
構成されていることを特徴とする請求項１に記載のガス供給装置。
【請求項３】
　前記外部ケースが、上部ケースと底部ケースとを備えていることを特徴とする請求項１
又は２に記載のガス供給装置。
【請求項４】
　前記底部ケースが、前記底部ケースの底部壁から上方に延在している隔壁を備えており
、
　前記隔壁が、前記筐体と前記第１のプリント基板との間に位置決めされていることを特
徴とする請求項３に記載のガス供給装置。
【請求項５】
　前記第１のプリント基板が、電源ユニットを備えていることを特徴とする請求項１～４
のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項６】
　前記電源ユニットが、前記ファンと接続されている第１の電力出口コネクタと、前記加
湿器と接続されている第２の電力出口コネクタと、電源プラグを受容するための入口コネ
クタとを備えていることを特徴とする請求項５に記載のガス供給装置。
【請求項７】
　ヒータプレートが、前記加湿器タンクの金属製床を通じて水に熱を伝導させるために、
前記ベースユニットに設けられていることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記
載のガス供給装置。
【請求項８】
　前記外部ケースが、溝を備えており、
　前記ベースユニットが、舌部を備えており、
　前記舌部が、前記ベースユニットを前記外部ケースに取り付けるように前記溝に対応し
ていることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項９】
　雌型電気コネクタが、前記ベースユニットに位置決めされている雄型電気コネクタと係
合するように、前記外部ケースに位置決めされていることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項１０】
　前記筐体が、蓋とベースとを備えていることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項
に記載のガス供給装置。
【請求項１１】
　前記第１のプリント基板が、前記空気流路における前記陽圧の空気の供給から隔離され
ていることを特徴とする請求項１０に記載のガス供給装置。
【請求項１２】
　前記外部ケースが、キーパッドとハンドルとを備えていることを特徴とする請求項１～
１１のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項１３】
　前記ファンから前記加湿器に空気流を流通させるために前記外部ケースの内部に位置決
めされている、空気コネクタ及び結合部材を備えていることを特徴とする請求項１～１２
のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項１４】
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　前記ガス供給装置が、加湿器取付検出器を備えており、
　前記加湿器取付検出器が、光送信器と光センサとを備えていることを特徴とする請求項
１～１３のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項１５】
　前記光送信器が、前記外部ケースの内部に位置決めされていることを特徴とする請求項
１４に記載のガス供給装置。
【請求項１６】
　前記第１のプリント基板が、前記外部ケースの内部において垂直に方向づけられている
ことを特徴とする請求項１～１５のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項１７】
　第２のプリント基板を備えていることを特徴とする請求項１～１６のいずれか一項に記
載のガス供給装置。
【請求項１８】
　前記第２のプリント基板が、電子制御部品とＬＣＤディスプレイとを備えていることを
特徴とする請求項１７に記載のガス供給装置。
【請求項１９】
　前記第２のプリント基板が、前記外部ケースの内部において水平に方向づけられており
、前記筐体の上方に位置決めされていることを特徴とする請求項１７又は１８に記載のガ
ス供給装置。
【請求項２０】
　前記第２のプリント基板が、前記空気流路の内部において前記陽圧の空気の供給から隔
離されていることを特徴とする請求項１７～１９のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項２１】
　前記外部ケースが、空気入口を備えていることを特徴とする請求項１～２０のいずれか
一項に記載のガス供給装置。
【請求項２２】
　前記空気入口の内部に交換可能なフィルタを備えていることを特徴とする請求項２１に
記載のガス供給装置。
【請求項２３】
　前記ガス供給装置が、４ｃｍ水柱～２８ｃｍ水柱の圧力における空気の供給を介して持
続性気道陽圧を患者に提供することによって、睡眠時無呼吸を治療するように構成されて
いることを特徴とする請求項１～２２のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項２４】
　前記ガス供給装置が、最大１８０Ｌ／分の流速で空気を供給するように構成されている
ことを特徴とする請求項１～２３のいずれか一項に記載のガス供給装置。
【請求項２５】
　前記加湿器が、患者が装着したマスクに空気を供給するために空気搬送導管に接続する
ための出口パイプを備えていることを特徴とする請求項１～２４のいずれか一項に記載の
ガス供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は呼吸可能なガス供給装置に関し、特に、限定するものではないが、閉塞性睡眠
時無呼吸（ＯＳＡ）及び呼吸器障害、ならびに気腫等の疾患のような状況の持続性気道陽
圧（ＣＰＡＰ）治療に使用されるそのような装置に関する。本願明細書ではＣＰＡＰ治療
装置へのその応用について記載するが、本発明の特徴は機械的人工呼吸及び補助呼吸等の
他の応用分野へ応用できることを理解されたい。
【背景技術】
【０００２】
非侵襲的陽圧換気法（ＮＩＰＰＶ）の一形態であるＯＳＡのＣＰＡＰは、導管及びマスク
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を用いて、加圧した呼吸可能なガス、通常は空気の患者の気道への送出を伴う。ＣＰＡＰ
に採用されるガス圧は典型的には、患者要件に応じて、流速が最大で１８０Ｌ／分（マス
クで測定時）の４ｃｍ水柱～２８ｃｍ水柱の範囲である。加圧されたガスは患者の気道用
の空圧式の副木として働き、特に呼吸の陽気相中に気道虚脱を防ぐ。
【０００３】
加圧空気を患者に供給する空気流発生器を備えたＣＰＡＰ機が知られており、この数年は
より小型のＣＰＡＰ機を求めることが商業的に不可欠になっている。しかしＣＰＡＰ機の
大きさを縮小しようとする場合、例えば、Ｍａｌｉｎｃｋｒｏｄｔ／Ｔｙｃｏ／Ｐｕｒｉ
ｔａｎ　Ｂｅｎｎｅｔ「Ｇｏｏｄｎｉｇｈｔ」シリーズ等、一方では大きさを縮小するこ
とと他方では性能低減及び／又は雑音増大との間の矛盾があった。
【０００４】
患者への空気供給に加湿を組み入れることの利点が知られており、空気流発生器とは別個
か、又は空気流発生器内に統合されるかのいずれかで加湿デバイスを組み込んだＣＰＡＰ
機が知られている。統合された空気流発生器／加湿器ユニットの一例は、本出願人によっ
て販売されているＲｅｓＭｅｄ（登録商標）Ｓ７がある。
【０００５】
いくつかの空気流発生器に関する別の問題は吸音のために空気経路に発泡体を大量に使用
することである。発泡体は経時的に劣化する恐れがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３０１６８０６４号
【特許文献２】国際公開第９９／６４７４７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的の１つは、製造、小型化及び使い易さの点で単純かつ経済的な加湿器を組
み込んだ単純かつ小型の呼吸可能なガス供給装置を提供することにある。本発明の他の目
的及び利点を本願明細書に亘って考察する。
【０００８】
　本願明細書に記載の装置は先行技術に対してその多くが独立した発明である多数の利点
を含むが、それらは上記に明示の全般的な目的の実現にともに寄与することを理解された
い。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願明細書に記載の装置は、同様の性能を有する既知のユニットに比して寸法の縮小に
寄与する、空気流発生器及び加湿器両方の構造の新規な態様及びそれらの統合の新規な態
様を組み入れている。そのようなより小さな機械が既知のより大きな機械と少なくともほ
ぼ同じ雑音性能を有することを可能にする雑音の低減及び減衰の技術を記載する。
【００１０】
　本願明細書に記載の装置は、２つのデバイスが物理的に係合すると他の相互接続のプロ
セスを何ら必要とせずに空気流発生器と加湿器との間に空気流の接続、電気的接続、及び
必要があればデータ接続が自動的に提供されるという意味において、空気流発生器への加
湿器の完全な統合を達成する。
【００１１】
　そのような統合されたデバイスでは、加湿器タンクから空気流発生器への水の逆流に対
して保護を提供することが重要であり、新規な密封構成及び逆流の発生を最小にすると同
時に加湿器内の水蒸気の取り込みを改善する新規な構成も記載する。本加湿器は機械上で
取外し及び交換が容易であり、清掃中に分解すべきパーツ数はごく僅かである。
【００１２】
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　本願明細書では、使用者又は医療従事者によって選択的に取り付けられるメモリカード
、スマートカード、通信ポート等のデータ格納デバイスの接続等の、装置とのデータ接続
を可能にする改善されたモジュラー式デバイスも記載する。
【００１３】
　本発明の別の態様は空気経路における発泡体の使用を抑えること又は除去することにあ
る。
【００１４】
　一形態では、本発明は、空気流発生器ケースと、前記ケース内の動力付きガス流発生器
と、前記ケース内のドロップインアセンブリに構成された電源ユニットであり、プリント
基板、前記プリント基板に強固に取り付けられた電力入力コネクタ及び電力出力コネクタ
、及び前記電力入力コネクタが前記ケースの電力入力ポートと整列するように前記ケース
内に前記電源ユニットを設置する電源ユニット取付け部とを含んだ電源ユニットとを備え
た患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器ユニットを提供する。
【００１５】
　本発明のさらなる形態は、音響を減衰させるポリマーライニングでオーバーモールドさ
れた金属容器を含んだ、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用
のブロワエンクロージャを提供する。
【００１６】
　本発明のさらなる形態は、封入されたブロワからの雑音を低減させるように構成された
患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のブロワエンクロージャ
を提供し、前記エンクロージャは、側壁及びベースによって定められた、空気流発生器の
筐体内にある空洞であり、前記エンクロージャは前記空洞内にブロワを収容かつ設置する
ように構成されている空洞と、前記空洞の最上面を形成するように前記筐体上に設置され
るように構成された蓋と、を備えており、筐体及び蓋の少なくとも１つは金属及びプラス
チックを含んだ複合材料から成形される。
【００１７】
　本発明のさらなる形態は、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生
器用のブロワを提供し、前記ブロワは軸を備えた電気モータと、前記軸上に設置されるよ
うに構成された羽根車と、空気入口及び空気出口を有するボリュートと、を備え、該ボリ
ュートは圧力がかかると空気の流れが生み出されるチャンバを画定し、該ボリュートは第
１のプラスチック材料及び第２のプラスチック材料を含んだ複合材料から成形され、該第
１のプラスチック材料は実質的に剛性があり、該第２のプラスチック材料は実質的にエラ
ストマー性である。
【００１８】
　第１のプラスチック材料は第２のプラスチック材料でオーバーモールドされるのが好ま
しい。
【００１９】
　ボリュートは上部ボリュート及び下部ボリュートを含み、下部ボリュートは空気入口を
組み込んでいることが好ましい。下部ボリュートは第２のプラスチック材料から成形され
た脚部を含むことも好ましい。
【００２０】
　上部ボリュートは空気出口を含むことが好ましい。上部ボリュートは、第２のプラスチ
ック材料から製造され、かつ使用中に上部ボリュートと下部ボリュートとの間に密封を与
えるように構成されるシールを含むことも好ましい。
【００２１】
　一実施形態では、上部及び下部ボリュートは共にスナップ嵌めされる。
【００２２】
　本発明のさらなる形態は、エラストマー性ライニングでオーバーモールドされた硬質プ
ラスチックのシェルを備えた、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発
生器用の空気流発生器ケースを提供する。
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【００２３】
　前記エラストマー性ライニングは前記空気流発生器ケースの外脚部を形成することが好
ましい。
【００２４】
　本発明のさらなる形態は、モータ及びファンを含んだファンハウジングを備えた患者に
呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のファン支持構造体提供し、前
記支持構成は複数の設置用ばねを含んでおり、前記ばね、ファンハウジング、モータ、及
びファンは前記ファンの最低の動作速度の周波数の１／１０未満の固有共振周波数を有す
るばねシステムを形成する。
【００２５】
　本発明のさらなる形態は、患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器を提供し、空
気出口を有する空気流発生器ケースと、前記ケース内に含まれたファンボリュートとを備
え、２つ以上の波形をその中に有する、前記ファンボリュートの出口を前記空気出口に接
続する可撓管をさらに備える。
【００２６】
　本発明のさらなる形態は、空気流発生器及び該空気流発生器に取外し可能に取り付けら
れた加湿器を備えた、患者の持続性気道陽圧治療用の空気流発生器及び加湿器の組み合わ
せを提供し、前記空気流発生器は光送信器及び光センサを含んだ加湿器取付け検出器を含
み、かつ前記空気流発生器及び加湿器が取り付けられるときに前記光送信器と前記光セン
サとの間に光路を完成する前記加湿器は光路コネクタを含む。
【００２７】
　本発明のさらなる形態は、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生
器の空気流路内に消音器を提供し、第１の消音器容積、第２の消音器容積、及び前記第１
及び第２の消音器部分を連結する接続部分を備えており、前記接続部分は前記両消音器部
分に対して狭くなっており、かつ前記第１の消音器部分から離れた方向に狭くなっている
引き込み部分を含んでいる。
【００２８】
　前記引き込み部分はベンチュリ管を含むことが好ましい。
【００２９】
　本発明のさらなる形態は、空気流発生器ケースと、前記ケースの個々のトラック内に受
け取られる突出部を各々有する１対の取付けアームを供えたハンドルと、前記トラックに
沿った行路に対して前記ハンドル突出部を保持するように前記ケースに取り付けられるハ
ンドル保持部材と、を備えた、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発
生器用のハンドルアセンブリ提供する。
【００３０】
　本発明のさらなる形態はハンドルを空気流発生器ケースに取り付ける方法を提供し、前
記ハンドルは前記ケースの個々のトラック内に受け取られる突出部を各々有する１対の取
付けアームを供え、前記ハンドル突出部を前記トラックのそれぞれに沿って滑らせる工程
と、前記個々のトラックに沿った行路に対して前記突出部を保持するように前記ケースに
ハンドル保持部材を取り付ける工程と、を含む。
【００３１】
　前記トラックに沿った前記ハンドル突出部の滑動は、前記取付アームの歪みが実質的に
生ぜずに起こることが好ましい。
【００３２】
　本発明のさらなる形態は、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器を提供し、
加湿器ケースと、水容器と、前記水容器と熱伝導的に連通して設けられたヒータと、ガス
入口、加湿ガス出口、及び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流経路を
含んだガス流経路とを備え、前記ヒータを通過した水を前記加湿器ケースの外に排水でき
るようにする前記ヒータに隣接した排水開口部をさらに備える。
【００３３】
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　本発明のさらなる形態は、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器を提供し、
加湿器ケースと、水容器と、前記水容器と熱伝導的に連通して設けられたヒータパッドと
、ガス入口、加湿ガス出口、及び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流
経路を含んだガス流経路とを備え、前記ヒータパッドは上部加熱表面及び前記ヒータパッ
ドの側壁を含む周縁加熱表面を有し、かつ前記水容器の熱伝導表面は、前記ヒータパッド
の前記上部加熱表面及び周縁加熱表面と近接した熱伝導を維持するように前記ヒータパッ
ドに対応するように成形されている。
【００３４】
　前記水容器は、前記加熱パッドの上部加熱表面の高さを超えてかつ下に延びる水容量を
定めることが好ましい。
【００３５】
　本発明のさらなる形態は、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器を提供し、
ヒンジ付き蓋を有する加湿器ケースと、前記ケース内のドロップインアセンブリに構成さ
れた水容器と、前記水容器と熱電動的に連通するヒータと、ガス入口、加湿ガス出口、及
び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流経路を含んだガス流経路とを備
え、前記水容器は前記ガス流経路と連通するガス通路入口を有し、前記加湿器は前記ガス
通路入口を前記ガス流経路へ密封接続するガス通路入口シールをさらに含み、前記密封接
続は前記水容器のドロップインアセンブリ及び前記蓋のヒンジによる閉鎖によって起動さ
れる。
【００３６】
　前記ガス通路入口は前記水容器の後面上に設けられ、前記ケースの反対面上のガス通路
開口部と整列することが好ましい。
【００３７】
　本発明のさらなる形態は、入口を有する水槽と、ブロワ出口及び水槽受取り部分を含ん
だベースと、係合可能なロック機構を備えたヒンジ付きの蓋とを備えた、睡眠時呼吸障害
の治療のために患者に呼吸可能なガスの供給物を送出する際に使用される空気流発生器用
の加湿器アセンブリにおいて、前記入口及び出口を相互に近接して位置決めするように前
記ベースの前記水槽受取り部分内に水槽を設置する工程と、前記ヒンジ付きの蓋を閉じる
工程と、前記ロック機構を係合させる工程と含む水槽入口とベースのブロワ出口との間に
封止を成す方法を提供する。
【００３８】
　前記ブロワ出口は前向きのシール形成表面を含み、かつベースの水槽受取り部分内に水
槽を設置する工程はブロワ出口のシール形成表面に対して水槽を設置する工程をさらに含
むことが好ましい。
【００３９】
　本発明のさらなる形態は、空気出口及び係合可能なロック機構を備えたヒンジ付きの蓋
を有する水槽と、呼吸可能なガスの供給物が患者インタフェースに提供されるように空気
送出導管と結合されるように構成された空気送出部とを備えた睡眠時呼吸障害治療のため
に患者に呼吸可能なガスの供給物を送出する際に使用される空気流発生器用の加湿器アセ
ンブリにおいて、水容器の空気出口と空気送出部との間に封止を形成する方法を提供し、
該方法はヒンジ付き蓋を閉鎖する工程とロック機構を係合させる工程とを含む。
【００４０】
　ヒンジ付き蓋は下面を有し、かつ該下面は取外し可能に取付け可能なガスケットを含ん
だシール形成表面を含むことが好ましい。
【００４１】
　本発明のさらなる形態は、空気入口及び空気出口を有する水槽と、ブロワ出口及び水槽
受取り部分を含んだ加湿器ベースと、呼吸可能なガスの供給物が患者インタフェースに提
供されるように空気送出導管と結合するように構成された空気送出部を有するヒンジ付き
の蓋とを備えた、睡眠時呼吸障害の治療のために患者に呼吸可能なガスの供給物を送出す
る際に使用される空気流発生器用の加湿器アセンブリを提供し、前記水槽受取り部分及び
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水槽は、前記水槽のドロップイン位置決めを誘導して前記空気入口を前記ブロワ出口に対
して整列させるように構成された相補的構造体有している。
【００４２】
　前記相補的構成は、前記蓋が閉じられるときに前記空気出口を前記蓋の前記空気送出部
の位置に対して整列させるように、前記水槽の位置決めをさらに誘導することが好ましい
。
【００４３】
　本発明のさらなる形態は、蓋を有する加湿器ケースと、前記ケース内の水容器と、前記
水容器と熱伝導的に連通するヒータと、ガス入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記水
容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流路を含んだガス流路と、前記蓋と協働的
に関連するガス出口シールであり、これにより前記蓋を閉鎖して前記加湿ガス出口封止と
前記水容器のガス空間との間に封止された連通を形成するガス出口シールとを備えた、患
者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器を提供する。
【００４４】
　加湿器は、前記水容器の表面と協同してガス通路入口とガス入口との間にガス空間に続
く密封されたガス通路を形成する前記蓋の下面に取り付けられたガス通路シールをさらに
備えることが好ましい。
【００４５】
　前記ガス出口シール及び前記ガス通路シールは一体形成されることが好ましい。
【００４６】
　本発明のさらなる形態は、水容器と、前記水容器と熱伝導的に連通するヒータと、ガス
入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガ
ス流路を含んだガス流路とを備えた、患者に加湿された呼吸可能なガスを送出する加湿器
を提供し、前記中間ガス流路は、ガス通路入口とガス入口との間に前記ガス空間に続くガ
ス通路を含み、該ガス通路は前記ガス通路入口から前記ガス入口へと下方に傾斜している
床を有する。
【００４７】
　前記ガス通路は、前記ガス通路入口の高さの下に前部壁を有する前記ガス通路の最前部
分である、ガス通路入口の高さより下にある排水部を備えることが好ましい。
【００４８】
　本発明のさらなる形態は、水容器と、ガス入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記水
容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流路を含んだガス流路とを備えた患者に加
湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器を提供し、前記ガス流路は渦巻動作によって前記
水容器のヘッドスペース内に前記ガスを導入するように構成されている。
【００４９】
　前記中間ガス流路は前記容器のヘッドスペース内に略接線方向にガスを導入するように
構成された容器空気入口を含むことが好ましい。
【００５０】
　前記中間ガス流経路は前記容器空気入口に通じる弓形のガス流経路を含み、前記ヘッド
スペースの概ね中央に位置決めされた容器空気出口をさらに含むことも好ましい。
【００５１】
　本発明のさらなる形態は、所望のガス湿度設定を選択するユーザが操作可能な制御と前
記湿度設定に対応する目標のヒータ温度を決定しかつ前記温度を達成するようにヒータを
制御するヒータ制御回路と、を備えた、患者に加湿された呼吸可能なガスを送出する加湿
器用の制御回路を提供し、前記ユーザが操作可能な制御は前記ヒータ制御部が前記加湿器
の最低の動作温度未満の目標のヒータ温度を選択するためのオフ設定を含む。
【００５２】
　本発明のさらなる形態は、所望のガス湿度設定を選択するユーザが操作可能な制御とヒ
ータ電流を湿度設定に対応する値に制御するヒータ制御回路と、を備えた、患者に加湿さ
れた呼吸可能なガスを送出する加湿器用の制御回路を提供し、前記ユーザが操作可能な制
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御は前記ユーザが制御可能な制御に応答して基準電圧を設定すること及び前記電圧を制御
して前記ヒータ電流を制御することを含む。
【００５３】
　本発明のさらなる形態は、プロセッサと、タイマと、ユーザ入力手段と、ディスプレイ
と、を備えた、患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器を提供し、前記プロセッサ
はリマインダ要求入力を受け取るように、かつ前記リマインダ要求入力において指定され
た時間にリマインダディスプレイを生成するようにプログラムされる。
【００５４】
　前記プロセッサは前記ユーザ入力手段からキャンセル入力を受け取るとリマインダ要求
をキャンセルするように構成されることが好ましい。
【００５５】
　本願明細書には、ユーザによって又は医療従事者によって選択的に取り付けられるメモ
リカード、スマートカード、通信ポート等のデータ格納デバイスの接続部を備えた、本装
置とのデータ接続を可能にする改善されたモジュラー型のデバイスも記載する。
【００５６】
　本発明のさらなる形態は、開口部を含んだ空気流発生器ケースと、ガス流発生器と、前
記開口部を介して外部デバイスとデータ的又は電気的に連通するようにアクセス可能に位
置決めされたコネクタを含んだ、前記空気流発生器用の制御回路と、前記ケースに取り付
けられて前記開口部を覆うように各々構成された複数のクロージャモジュールであり、前
記クロージャモジュールの少なくとも１つは前記制御回路コネクタと接続されるように構
成された内部コネクタ、前記外部デバイスに接続されるように構成された外部のデータポ
ート又は電気的ポート、及び前記内部コネクタと前記外部コネクタとの間のデータ経路又
は電気的経路を含んだクロージャモジュールと、を備えた、患者に呼吸可能なガスを送出
する空気流発生器ユニット用のモジュラー型のデータコネクタ装置又は電気的コネクタ装
置を提供する。
【００５７】
　ここで、本願明細書で提案されている実施形態を示す添付図面を参照して本発明の種々
の態様を記載する。
［付記項１］
　患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器ユニットであって、
　空気流発生器ケースと、
　前記ケース内の動力付きガス流発生器と、
　前記ケース内のドロップインアセンブリに構成された電源ユニットであって、プリント
基板、前記プリント基板に強固に取り付けられた電力入力コネクタ及び電力出力コネクタ
、及び前記電力入力コネクタが前記ケースの電力入力ポートと整列するように前記ケース
内に前記電源ユニットを設置する電源ユニット取付け部とを含んだ電源ユニットと、
　を備えた空気流発生器ユニット。
［付記項２］
　前記電力入力コネクタ及び電力出力コネクタは、前記プリント基板に直に接続された、
付記項１に記載の空気流発生器ユニット。
［付記項３］
　前記電力入力コネクタ及び電力出力コネクタは、前記プリント基板に直にはんだ付けさ
れる、付記項２に記載の空気流発生器ユニット。
［付記項４］
　前記電源ユニットは前記ケースの電源コンパートメント内に受け取られ、
　前記電源空洞は前記ケースの空気流発生器コンパートメント内に存在する液体の進入に
対して密封される、付記項１に記載の空気流発生器ユニット。
［付記項５］
　音響を減衰させるポリマーライニングでオーバーモールドされた金属容器を含んだ、患
者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のブロワエンクロージャ。
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［付記項６］
　前記ポリマーはポリプロピレンを含む、付記項５に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項７］
　前記ポリマーは１０～４０％のガラス繊維を含む、付記項６に記載のブロワエンクロー
ジャ。
［付記項８］
　前記ポリマーは約３０％の前記ガラス繊維を含む、付記項７に記載のブロワエンクロー
ジャ。
［付記項９］
　前記ガラス繊維充填ポリマーは前記金属製容器と類似する熱膨張特性を有する、付記項
８に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１０］
　前記金属製容器は鋼製水槽である、付記項５に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１１］
　前記ポリマーライニングは前記金属製容器の内面及び外面上にオーバーモールドされる
、付記項５に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１２］
　前記容器内面の前記ポリマーライニングはモータハウジングと係合するためのフォーメ
ーションを有する、付記項１１に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１３］
　患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のブロワエンクロージ
ャであって、封入されたブロワからの雑音を低減させるように構成されており、
　（ｉ）側壁及びベースによって定められた、前記空気流発生器の筐体内にある空洞であ
り、前記エンクロージャは前記空洞内にブロワを収容かつ設置するように構成されている
空洞と、
　（ｉｉ）前記空洞の最上面を形成するように前記筐体上に設置されるように構成された
蓋と、を備え、
　前記筐体及び蓋の少なくとも１つは金属及びプラスチックを含んだ複合材料から成形さ
れるブロワエンクロージャ。
［付記項１４］
　前記金属及び前記プラスチックは概ね類似する熱膨張係数を有するように構成される、
付記項１３に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１５］
　前記金属及びプラスチックは共に成形される、付記項１３に記載のブロワエンクロージ
ャ。
［付記項１６］
　前記金属はニッケルめっき軟鋼である、付記項１３に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項１７］
　前記プラスチックはポリプロピレンである、付記項１３に記載のブロワエンクロージャ
。
［付記項１８］
　前記ポリプロピレンはガラス充填剤を含む、付記項１７に記載のブロワエンクロージャ
。
［付記項１９］
　前記ガラス充填剤はガラス繊維である、付記項１８に記載のブロワエンクロージャ。
［付記項２０］
　前記ポリプロピレンは１０～４０％のガラス繊維を含む、付記項１９に記載のブロワエ
ンクロージャ。
［付記項２１］
　前記ポリマーは約３０％の前記ガラス繊維を含む、付記項２０に記載のブロワエンクロ
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ージャ。
［付記項２２］
　患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のブロワであって、軸
を備えた電気モータと、前記軸上に設置されるように構成された羽根車と、空気入口及び
空気出口を有するボリュートと、を備え、該ボリュートは圧力がかかると空気の流れが生
み出されるチャンバを画定し、該ボリュートは第１のプラスチック材料及び第２のプラス
チック材料を含んだ複合材料から成形され、該第１のプラスチック材料は概ね剛性があり
、該第２のプラスチック材料は概ねエラストマー性であるブロワ。
［付記項２３］
　前記ボリュートは上部ボリュート及び下部ボリュートを含む、付記項２２に記載のブロ
ワ。
［付記項２４］
　前記下部ボリュートは前記空気入口を組み込む、付記項２３に記載のブロワ。
［付記項２５］
　前記下部ボリュートは脚を含む、付記項２４に記載のブロワ。
［付記項２６］
　前記脚は前記第２のプラスチック材料から成形される、付記項２５に記載のブロワ。
［付記項２７］
　前記下部ボリュートはばねで設置されるように構成される、付記項２３に記載のブロワ
。
［付記項２８］
　前記上部ボリュートは前記空気出口を含む、付記項２３に記載のブロワ。
［付記項２９］
　前記上部ボリュートは、前記第２のプラスチック材料から製造され、かつ使用中に前記
上部ボリュートと前記下部ボリュートとの間に密封を与えるように構成されたシールを含
む、付記項２８に記載のブロワ。
［付記項３０］
　前記第１のプラスチック材料は前記第２のプラスチック材料でオーバーモールドされる
、付記項２２に記載のブロワ。
［付記項３１］
　前記第１のプラスチック材料はポリプロピレン及びＡＢＳの混合物である、付記項２２
に記載のブロワ。
［付記項３２］
　前記第２のプラスチック材料は熱可塑性エラストマーである、付記項２２に記載のブロ
ワ。
［付記項３３］
　前記上部及び下部ボリュートは共にスナップ嵌めされるように構成される、付記項２３
に記載のブロワ。
［付記項３４］
　エラストマー性ライニングでオーバーモールドされた硬質プラスチックのシェルを含む
、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器ケース。
［付記項３５］
　前記エラストマー性ライニングは前記空気流発生器ケースの外脚部を形成する、付記項
３４に記載の空気流発生器ケース。
［付記項３６］
　前記エラストマー性ライニングは前記空気流発生器ケースの空洞の内面を形成する、付
記項３４に記載の空気流発生器ケース。
［付記項３７］
　前記空気流発生器ケースは第１及び第２のパーツを含み、
　前記エラストマー性ライニングは前記第１のパーツと前記第２のパーツとの間にシール
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を形成する、付記項３４に記載の空気流発生器ケース。
［付記項３８］
　モータ及びファンを含んだファンハウジングを備えた患者に呼吸可能なガスを送出する
際に使用される空気流発生器用のファン支持構成であって、前記支持構成は複数の設置用
ばねを含み、前記ばね、ファンハウジング、モータ、及びファンは前記ファンの最低の動
作速度の周波数の１／１０未満の固有共振周波数を有するばねシステムを形成するファン
支持構成。
［付記項３９］
　前記設置用ばねは金属製設置用ばねである、付記項３８に記載のファン支持構成。
［付記項４０］
　患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器ユニットであって、空気出口を有する空
気流発生器ケースと、前記ケース内に含まれたファンボリュートとを備え、２つ以上の波
形をその中に有する、前記ファンボリュートの出口を前記空気出口に接続する可撓管をさ
らに備える空気流発生器ユニット。
［付記項４１］
　空気流発生器及び該空気流発生器に取外し可能に取り付けられた加湿器を備えた、患者
の持続性気道陽圧治療用の空気流発生器及び加湿器の組み合わせであって、前記空気流発
生器は光送信器及び光センサを含んだ加湿器取付け検出器を含み、かつ前記空気流発生器
及び加湿器が取り付けられるときに前記光送信器と前記光センサとの間に光路を完成する
前記加湿器は光路コネクタを含む空気流発生器及び加湿器の組合せ。
［付記項４２］
　前記光路コネクタは前記送信器によって伝えられる光を前記センサに反射する反射器を
含む、付記項４１に記載の空気流発生器及び加湿器の組合せ。
［付記項４３］
　前記反射器は前記加湿器のケース内で湾曲した反射器である、付記項４２に記載の空気
流発生器及び加湿器の組合せ。
［付記項４４］
　第１の消音器容積、第２の消音器容積、及び前記第１及び第２の消音器部分を連結する
接続部分を備えた、患者に呼吸可能なガスを送出する際に使用される空気流発生器の空気
流路内の消音器であって、前記接続部分は前記両消音器部分に対して狭くなっており、か
つ前記第１の消音器部分から離れた方向に狭くなっている引込み部分を含んだ消音器。
［付記項４５］
　前記接続部分はベンチュリ管である、付記項４４に記載の消音器構成。
［付記項４６］
　空気流発生器ケースと、前記ケースの個々のトラック内に受け取られる突出部を各々有
する１対の取付けアームと、前記トラックに沿った移動に対して前記ハンドル突出部を保
持するように前記ケースに取り付けられるハンドル保持部材とを備えた、患者に呼吸可能
なガスを送出する際に使用される空気流発生器用のハンドルアセンブリ。
［付記項４７］
　前記ハンドル保持部材は前記ケースの外部の一部を形成する、取り付けるカバープレー
トである、付記項４６に記載のハンドルアセンブリ。
［付記項４８］
　前記ハンドル保持部材は、前記トラックに沿った前記ハンドル突出部の移動を制限する
ように前記トラック内に延びる保持突出部を有する、付記項４６または付記項４７に記載
のハンドルアセンブリ。
［付記項４９］
　前記ハンドル保持部材は前記トラックの閉鎖端に近接して前記ハンドル突出部を保持す
る、付記項４６に記載のハンドルアセンブリ。
［付記項５０］
　ハンドルを空気流発生器ケースに取り付ける方法であって、
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　前記ハンドルは前記ケースの個々のトラック内に受け取られる突出部を各々有する１対
の取付けアームを供え、
　前記ハンドル突出部を前記トラックのそれぞれに沿って滑らせる工程と、
　前記個々のトラックに沿った行路に対して前記突出部を保持するように前記ケースにハ
ンドル保持部材を取り付ける工程と、を含む方法。
［付記項５１］
　前記トラックに沿った前記ハンドル突出部の滑動は、前記取付けアームの実質的な歪み
が生ぜずに起こる、付記項５０に記載の方法。
［付記項５２］
　患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器であって、加湿器ケースと、水容器と
、前記水容器と熱伝導的に連通して設けられたヒータと、ガス入口、加湿ガス出口、及び
前記水容器から水蒸気にガスを接触させる中間ガス流経路を含んだガス流経路と、を備え
、
　前記ヒータを通過した水を前記加湿器ケースの外に排水できるようにする前記ヒータに
隣接した排水開口部をさらに備えた加湿器。
［付記項５３］
　前記ヒータは前記ケースの底部内に位置するヒータパッドを含み、
　前記ケースの底部部分は前記排水用開口部を提供するように開いている、付記項５２に
記載の加湿器。
［付記項５４］
　前記排水用開口部は前記ヒータパッドを囲繞する略Ｕ字形の開口部である、付記項５３
に記載の加湿器。
［付記項５５］
　患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器であって、加湿器ケースと、水容器と
、前記水容器と熱伝導的に連通して設けられたヒータパッドと、ガス入口、加湿ガス出口
、及び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流経路を含んだガス流経路と
、を備え、
　前記ヒータパッドは上部加熱表面及び前記ヒータパッドの側壁を含む周縁加熱表面を有
し、かつ前記水容器の熱伝導表面は、前記ヒータパッドの前記上部加熱表面及び周縁加熱
表面と近接した熱伝導連通を維持するように前記ヒータパッドに対応するように成形され
た加湿器。
［付記項５６］
　前記水容器の熱伝導表面は、前記上部加熱表面に対応する略水平部分及び前記周囲加熱
表面に対応する前記水平部分の下の略垂直部分を含む、付記項５５に記載の加湿器。
［付記項５７］
　前記水容器は前記ヒータパッドの上部加熱表面の高さより上及び下の両方に延びる水容
量を定める、付記項５６に記載の加湿器。
［付記項５８］
　前記水容器のベースは、前記略水平部分を有する前記ベースの隆起部分及び前記略垂直
部分を有する前記ベースのより下方の部分を含む、付記項５７に記載の加湿器。
［付記項５９］
　前記略垂直部分は前記ベースの前記より下方の部分の１つ又は複数の側壁として形成さ
れた、付記項５８に記載の加湿器。
［付記項６０］
　前記ベースの前記より下方の部分は前記ヒータパッド周囲に略Ｕ字形として形成された
、付記項５８に記載の加湿器。
［付記項６１］
　ヒンジ付き蓋を有する加湿器ケースと、
　前記ケース内にドロップインアセンブリに構成された水容器と、
　前記水容器と熱伝導連通するヒータと、
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　ガス入口、加湿ガス出口、及び前記水容器からの水蒸気にガスを接触させる中間ガス流
経路を含んだガス流経路と、を備えた、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器
であって、
　前記水容器は前記ガス流経路と連通するガス通路入口を有し、
　前記加湿器は前記ガス通路入口を前記ガス流経路へ密封接続するガス通路入口シールを
さらに含み、
　前記密封接続は前記水容器のドロップインアセンブリ及び前記蓋のヒンジによる閉鎖に
よって起動される加湿器。
［付記項６２］
　前記ガス通路入口は前記水容器の後面上に配置され、
　前記ケースの反対面上のガス通路開口部と整列する、付記項６１に記載の加湿器。
［付記項６３］
　前記蓋を閉鎖すると、前記水容器は後方に押されて前記水容器の前記ガス通路入口と前
　記ケースの前記ガス通路開口部との間の前記シールを起動する、付記項６２に記載の加
湿器。
［付記項６４］
　前記ガス通路入口シールは前記ガス通路開口部に取り付けられ、かつ前記蓋を閉鎖する
と、前記水容器は前記ガス通路入口ツールの上に押されて前記シールと前記ガス通路入口
を囲繞する座内の前記後面との間に密封接触を生じさせる、付記項６３に記載の加湿器。
［付記項６５］
　入口を有する水槽と、ブロワ出口及び水槽受取り部分を含んだベースと、係合可能なロ
ック機構を備えたヒンジ付きの蓋と、を備えた、睡眠時呼吸障害の治療のために患者に呼
吸可能なガスの供給物を送出する際に使用される空気流発生器用の加湿器アセンブリにお
いて前記水槽入口と前記ベースのブロワ出口との間のシールを形成する方法であって、
　（ｉ）前記入口及び出口を相互に近接して位置決めするように前記ベースの前記水槽受
取り部分内に水槽を設置する工程と、
　（ｉｉ）前記ヒンジ付きの蓋を閉じる工程と、
　（ｉｉｉ）前記ロック機構を係合させる工程と、を含む方法。
［付記項６６］
　前記ブロワ出口は前方に向いたシール形成表面を有する、付記項６５に記載の方法。
［付記項６７］
　前記ベースの水槽受取り部分内に水槽を設置する工程は、前記ブロワ出口のシール形成
表面に対して水槽を設置する工程をさらに含む、付記項６６に記載の方法。
［付記項６８］
　前記ヒンジ付き蓋は、患者インタフェースに呼吸可能なガスを供給することができるよ
うに空気送出導管と結合するように構成された略円筒形部分をさらに含む、付記項６５に
記載の方法。
［付記項６９］
　空気出口及び係合可能なロック機構を備えたヒンジ付きの蓋を有する水槽と、呼吸可能
なガスの供給物が患者インタフェースに提供されるように空気送出導管と結合されるよう
に構成された空気送出部とを備えた、睡眠時呼吸障害の治療のために患者に呼吸可能なガ
スの供給物を送出する際に使用される空気流発生器用の加湿器アセンブリにおいて、
　（ｉ）ヒンジ付き蓋を閉鎖する工程と、
　（ｉｉ）ロック機構を係合させる工程と、を含む水槽空気出口と空気送出部との間にシ
ールを形成する方法。
［付記項７０］
　前記ヒンジ付き蓋は下面を有し、かつ前記下面はシール形成表面を含む、付記項６９に
記載の方法。
［付記項７１］
　前記シール形成表面は取外し可能に取付け可能なガスケットを含んだ、付記項７０に記



(15) JP 6035256 B2 2016.11.30

10

20

30

40

50

載の方法。
［付記項７２］
　前記取外し可能に取付け可能なガスケットはシリコーンから形成される、付記項７１に
記載の方法。
［付記項７３］
　空気入口及び空気出口を有する水槽と、ブロワ出口及び水槽受取り部分を含んだ加湿器
ベースと、呼吸可能なガスの供給物が患者に提供されるように空気送出導管と結合するよ
うに構成された空気送出部を有する蓋と、を備えた、睡眠時呼吸障害の治療のために患者
に呼吸可能なガスの供給物を送出する際に使用される空気流発生器用の加湿器アセンブリ
であって、
　前記水槽受取り部分及び水槽は、前記水槽のドロップイン位置決めを誘導して前記空気
入口を前記ブロワ出口に対して整列させるように構成された相補的構造体有する加湿器ア
センブリ。
［付記項７４］
　前記相補的構成は、前記蓋が閉じられるときに前記空気出口を前記蓋の前記空気送出部
の位置に対して整列させるように、前記水槽の位置決めをさらに誘導する、付記項７３に
記載の加湿器。
［付記項７５］
　蓋を有する加湿器ケースと、
　前記ケース内の水容器と、
　前記水容器と熱伝導的に連通するヒータと、
　ガス入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記容器からの水蒸気にガスを接触させる中
間ガス流路を含んだガス流路と、
　前記蓋と協働的に関連するガス出口シールであり、これにより前記蓋を閉鎖して前記加
湿ガス出口封止と前記水容器のガス空間との間に封止された連通を形成するガス出口シー
ルと、を備えた、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器。
［付記項７６］
　前記ガス出口シールは前記蓋の下側に取り付けられ、かつ前記蓋が閉じられるときに前
記水容器と接触する、付記項７５に記載の加湿器。
［付記項７７］
　前記ガス出口シールは前記ガス空間の出口を囲繞する座内で前記水容器の上面と接触す
る、付記項７６に記載の加湿器。
［付記項７８］
　前記蓋は前記ケースにヒンジで取り付けられた、付記項７７に記載の加湿器。
［付記項７９］
　前記水容器のある表面と協働してガス通路入口と前記ガス空間へのガス入口との間に密
封されたガス通路を形成する、前記蓋の下側に取り付けられたガス通路シールをさらに含
む、付記項７６に記載の加湿器。
［付記項８０］
　前記密封されたガス通路を形成する前記水容器表面は、前記水容器の上面内にチャネル
を含む、付記項７９に記載の加湿器。
［付記項８１］
　前記ガス出口シール及び前記ガス通路シールは一体成形される、付記項７９に記載の加
湿器。
［付記項８２］
　水容器と、
　前記水容器と熱伝導的に連通するヒータと、
　ガス入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記容器からの水蒸気にガスを接触させる中
間ガス流路を含んだガス流路と、を備えた、患者に加湿された呼吸可能なガスを送出する
加湿器であって、
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　前記中間ガス流路は、ガス通路入口とガス入口との間に前記ガス空間に続くガス通路を
含み、該ガス通路は前記ガス通路入口から前記ガス入口へと下方に傾斜している床を有す
る加湿器。
［付記項８３］
　前記ガス通路は、前記ガス通路入口の高さの下に排水部分を備える、付記項８２に記載
の加湿器。
［付記項８４］
　前記排水部分は、前記ガス通路入口の高さの下に前部壁を有する前記ガス通路の最前部
分である、付記項８３に記載の加湿器。
［付記項８５］
　前記ガス通路は実質的にＵ字形である、付記項８４に記載の加湿器。
［付記項８６］
　前記ガス通路は前記水容器の上面内にチャネルを含む、付記項８２に記載の加湿器。
［付記項８７］
　水容器と、ガス入口、前記蓋内の加湿ガス出口、及び前記容器からの水蒸気にガスを接
触させる中間ガス流路を含んだガス流路と、を備えた患者に加湿したガスを送出する加湿
器であって、
　前記ガス流路は渦巻動作によって前記水容器のヘッドスペース内に前記ガスを導入する
ように構成された加湿器。
［付記項８８］
　前記中間ガス流路は前記容器のヘッドスペース内に略接線方向にガスを導入するように
構成された容器空気入口を含む、付記項８７に記載の加湿器。
［付記項８９］
　前記中間ガス流路は前記容器空気入口に至る弓形のガス流路を含む、付記項８８に記載
の加湿器。
［付記項９０］
　前記ヘッドスペースの概ね中央に位置決めされた容器空気出口をさらに含む、付記項８
８に記載の加湿器。
［付記項９１］
　所望のガス湿度設定を選択するユーザが操作可能な制御部と、湿度設定に対応する目標
のヒータ温度を決定し、かつ前記温度を達成するようにヒータを制御するヒータ制御回路
と、を備えた、患者に加湿した呼吸可能なガスを送出する加湿器用の制御回路であって、
　前記ユーザが操作可能な制御部は前記ヒータ制御部が前記加湿器の最低の動作温度未満
の目標のヒータ温度を選択するためのオフ設定を含んだ制御回路。
［付記項９２］
　プロセッサと、タイマと、ユーザ入力手段と、ディスプレイと、を備えた、患者に呼吸
可能なガスを送出する空気流発生器であって、
　前記プロセッサはリマインダ要求入力を受け取るように、かつ前記リマインダ要求入力
において指定された時間にリマインダディスプレイを生成するようにプログラムされる空
気流発生器。
［付記項９３］
　前記プロセッサは、マスク交換リマインダ、データ取り込みリマインダ、フィルタ交換
リマインダ、及びヘルスケア専門家に連絡を取るためのリマインダのうち１つ又は複数に
関連するリマインダ事象に関係する表示を生成するように構成された、付記項９２に記載
の空気流発生器。
［付記項９４］
　前記プロセッサは前記ユーザ入力手段からキャンセル入力を受け取るとリマインダ要求
をキャンセルするように構成された、付記項９２又は９３に記載の空気流発生器。
［付記項９５］
　開口部を含んだ空気流発生器ケースと、
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　ガス流発生器と、
　前記開口部を介して外部デバイスとデータ的又は電気的に連通するようにアクセス可能
に位置決めされたコネクタを含んだ前記空気流発生器用の制御回路と、
　前記ケースに取り付けられて前記開口部を覆うように各々構成された複数のクロージャ
モジュールであって、前記クロージャモジュールの少なくとも１つは前記制御回路コネク
タと接続されるように構成された内部コネクタ、前記外部デバイスに接続されるように構
成された外部のデータポート又は電気的ポート、及び前記内部コネクタと前記外部コネク
タとの間のデータ経路又は電気的経路を含んだクロージャモジュールと、を備えた、
　患者に呼吸可能なガスを送出する空気流発生器ユニット用のモジュラー型のデータコネ
クタ又は電気的コネクタ構成。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の種々のフィーチャを具現化する呼吸可能なガス供給装置を示す全体図で
ある。
【図２】本装置の空気流発生器を示す全体図である。
【図３】加湿器ユニットを示す全体図である。
【図４】空気流発生器を示す断面図である。
【図５】空気流発生器の構成要素を示す分解図である。
【図６】空気流発生器を示す垂直方向の横断断面図である。
【図７】図５の底部ケース及び電源を示すより詳細な分解図である。
【図８】図５の筐体、筐体蓋、及びファンハウジングを示すより詳細な分解図である。
【図９】図５のＰＣＢ、上部ケース、及び取付け具を示すより詳細な分解図である。
【図９Ａ】空気流発生器上部ケースへのハンドルの接続を示す略縦断面図の細部である。
【図１０】空気流発生器の一部を形成する筐体を示す下部図である。
【図１１】空気流発生器の消音器空洞を接続するベンチュリ通路を通る筐体を示す縦断面
図である。
【図１２】空気流発生器の一部を形成するファンを示す全体図である。
【図１３】ファン設置構造体示す縦断面図である。
【図１４】図５の空気流発生器と共に使用されるように構成された加湿器を示す分解図で
ある。
【図１５】加湿器アセンブリを示す背面図である。
【図１６】空気流経路用のシールを示す斜視図である。
【図１７】図１４の加湿器蓋を示す下部斜視図である。
【図１８】図１４の加湿器蓋シールを示す斜視図である。
【図１９】図１４の加湿器蓋シールを示す細部の断面図である。
【図２０】図１４の加湿器水槽蓋を示す斜視図である。
【図２１】図１４の加湿器水槽蓋を示す長手方向断面図である。
【図２２】加湿器設定に対するヒータの目標温度を示すグラフである。
【図２３】加湿器ヒータへの電力制御回路を示す略回路図である。
【図２４】空気流発生器制御のリマインダメニューを示すフローチャートである。
【図２５】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図２６】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図２７】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図２８】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図２９】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図３０】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図３１】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図３２】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図３３】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
【図３４】モジュール式データ接続構造体示す略図である。
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【発明を実施するための形態】
【００５９】
　図示の装置は空気流発生器５０及び加湿器１５０を備えており、図１にはそれらが組み
立てられた状態で、図２及び３には別個の状態でそれぞれ示している。図２に示すように
、空気流発生器は係合面５２において分離可能な加湿器と係合しており、該係合面からフ
ァンから加湿器容器への空気送出用の空気コネクタ５３、及び加湿器ヒータならびに以下
にさらに記載する光結合送信器２００及びセンサ２０１への電力送出用の電気的コネクタ
５４が突出している。
【００６０】
　面５２は加湿器係合面１５７上に設けられた対応する舌部１５６（図１５）によって係
合された１対の溝５５も有し、以下に詳細に説明するように、それにより空気流発生器５
０及び加湿器１５０が共に接続される。
【００６１】
　［空気流発生器］
空気流発生器５０は外側にＬＣＤスクリーン５８及びユーザがそれを用いて本ユニットの
動作パラメータを設定することのできる関連するキー５９も備えている。
【００６２】
［空気流発生器ケース］
　空気流発生器５０は２つのパーツである上部ケース６０及び底部ケース６１として成形
された硬質プラスチック材料の外部ケースを有する。上部ケース６０の下方端は段状であ
り、底部ケース６１の周囲と結合するように６２（図９）にフランジが付いている。
【００６３】
　図７を参照すると、空気流発生器５０の底部ケース６１はポリカーボネート／ＡＢＳ混
合物等の硬質プラスチック材料のシェル１２０を有し、これは上部及び底部ケースと筐体
６４との間で封止部６３を形成しかつケースの外部脚も形成する（図６を参照）合成ゴム
又は熱可塑性エラストマー等のエラストマーのライニング１２１で一体的にオーバーモー
ルドされたケースの構造体を形成する。ライニング１２１は底部ケースの筐体受取り空洞
の内面及び電源空洞６５と筐体受取り空洞との間の隔壁１２３も覆い、その結果、壁の音
響共鳴を低減させることによって空気流発生器からの放射雑音を低減させるように働くエ
ラストマー性ライニングを有する剛性シェルの複合体が得られる。
【００６４】
　底部ケース６１内には、下部パーツがケースの外壁を連結する壁によって、かつそれぞ
れ電源空洞６５及び第１の消音器空洞１３４から形成されている。この空洞の上部パーツ
は以下に記載の筐体６４によって形成されている。
【００６５】
　第１の消音器空洞は空気入口８５からブロワへの空気流路の一部を形成し、以下に示す
ような筐体６４によって画定された空気入口路から空気を受け取る。
【００６６】
　筐体６４はブロワすなわちファンの空洞７０、入口空気流路及び出口空気流路、及び電
源空洞６５の上部を形成する。ファン空洞７０は下記に示すような筐体内にインサートモ
ールドされた金属ライナー槽７３を含む。
【００６７】
［空気流発生器筐体］
　筐体６４はオーバーモールドされた密封フランジ６３の内側周囲部と係合するようにそ
の下端周囲にフランジが取り付けられた周囲壁６９と共に形成されている。筐体６４は以
下に示すようなファン９０がその中に設けられた下方に延びるファン空洞７０を含む。こ
の空洞７０は、挿入された鋼製ライナー槽７３周囲に熱可塑性プラスチックの内部層及び
外部層を成形することによって形成された、成形された側壁７１及びベース７２によって
形成されている。この槽はステンレス鋼、ニッケルめっき軟鋼、又は他の適した耐食性金
属であってよい。ファン空洞７０はファン９０を挿入できるように筐体６４の上面に開放
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されており、この開口部は蓋７４によって閉じられる。
【００６８】
　この鋼の槽の密度及び剛性はモータ及びファンの雑音の伝達に対して非常に効果的な障
壁を成しており、他方、種々の材料からインサートモールドすることによる空洞７０の形
成によって、既に記載し、また以下にさらに記載する硬質及び軟質プラスチックの共成形
による組み合わせが提供するように、非常に効果的な音響低減が得られる。本発明のこの
態様では、異なる、好適には幅広く異なる材料、剛性、及び異なる、好適には幅広く異な
る密度の組み合わせで共形成又はオーバーモールドを使用することは、音響低減を提供す
る際に特に有利であることがわかった。
【００６９】
　筐体及びライナー槽に好適な材料は、筐体用にはポリプロピレン熱可塑性プラスチック
であり、ライナー槽用には金属、好適には鋼（任意には、ステンレス鋼）である。本出願
人は、密度の差が５倍、好適には約７～８倍を超え、剛性及び低減特性も著しく異なった
金属とポリマーとの複合体としてファン空洞を形成することによって、本複合構造体の共
鳴のピークはファンが発生する雑音がファン空洞構造によって十分に減衰されるように十
分に低減されることを見出した。
【００７０】
　筐体６４は１０～４０％、より好適には約３０％のガラス繊維を含んだガラス繊維充填
ポリマーであることが特に好ましい。本出願人は鋼製のライナー槽７３と共にこの材料を
複合材として使用すれば、効果的なファン雑音の減衰及び熱膨張特性の良好なマッチング
の両方が得られるので複合材料の筐体が幅広い動作温度にわたって良好に機能することを
見出した。さらに、本出願人はガラス繊維の使用は、滑石、青銅、ガラスビードの充填材
料よりもこの目的には優れていることを見出した。
【００７１】
　ファン空洞の最上部は、音響を低減しかつファン空洞７０の最上部を密封するためにエ
ラストマーでインサートオーバーモールドされた埋め込み鋼で形成された筐体蓋７４によ
って形成される。蓋用の好ましいポリマーライニングは、例えば、底部ケースのライニン
グ１２１に用いられるものと同じタイプのエラストマーである。
【００７２】
　また、鋼及びポリマーの複合体を使用すれば、ファン及びモータの雑音の伝達に対して
有効かつ十分に低減される障壁が形成される。
【００７３】
［ドロップイン型電源］
　電源空洞６５の上部は筐体６４の屋根から下方に延びる側壁７５によって形成され、こ
の側壁はこの空洞の下方部分の反対の壁を密封的に係合する。この下方の壁はこの目的の
ために共成形又はオーバーモールドされたゴム製封止フランジ７６を備えていることが好
ましい。この電源コンパートメントはこのようにして、加湿器からの逆流がある場合には
ユニット内部からの湿気の進入に対して密封される。同じく、空気経路は電源コンパート
メントから密封される。これと同時に内部は電源空洞から音響的に密封されるが、空洞の
後壁及び前壁の開口部７８及び８０内にそれぞれ設けられたコネクタ７７及び７９を介し
て加湿器に主電力入力及び低電圧の電力出力を加湿器に提供する必要性があるために、及
び必要に応じて冷却のためにコンパートメントの外気との通気のために、外部から完全に
密封されなくてよい。これによって組立時間は短縮され、デバイス全体をより小さくする
ことが可能となる。
【００７４】
　図７を参照すると、ファン、制御機能、及び加湿器ヒータパッドの動作用の電気出力を
提供する電源ユニット１２４は電源空洞６５内に収容される。この電源は電力入口コネク
タ７７、ファンモータ用のファン電力出口コネクタ１２６、及び加湿器電力出口７９がは
んだ付け又は他の適した手段によって直に取り付けられたプリント基板１３３を含んでい
る。電源空洞６５の各端部は、電源の設置がドロップイン式組立で達成されるように電源
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のＰＣＢを直立した位置で支持する設置ガイド１３６を有する。ＰＣＢに直にはんだ付け
することによってコネクタがしっかりと取り付けられることによって、ＰＣＢにワイヤリ
ングルームを接続しなくて済み、電源が挿入されるときにコネクタが底部ケース６１内の
個々のポートに対して整列する。
【００７５】
［ＰＣＢ］
　図８を参照すると、ファン９０及びファンハウジング９３、９４が筐体のファン空洞７
０内に収まり、電源ＰＣＢの上部にある電気的コネクタ２６と接続される。ファンハウジ
ングのベース９４をエラストマーでオーバーモールドすることによって、ハウジングが密
封され、ファンハウジングベースの音響減衰が提供され、ユニットが衝突されるか又は落
とされる場合にファンを防護するバンプストップとして働く脚がベースの底部上に形成さ
れる。
【００７６】
　図９に示すように、ユニットの電子制御部品を保持するプリント基板８１は筐体６４の
上部で筐体と上部ケース６０との間に形成された空間内に支持される。プリント基板８１
はＬＣＤディスプレイ５８を含むことが好ましい。任意には、基板の後ろ側において、エ
ッジコネクタ１０８２よび滑動コネクタ１０８２Ａがケース６０の後ろ側のコネクタ開口
部からアクセス可能で、図２５～３４に関してさらに詳細に記載するモジュラー式コネク
タ装置を提供してよい。
【００７７】
［空気入口経路及び消音器］
　上部ケースの後部壁内には空気入口８４も設けられており、これは電源空洞６５の上部
部分の屋根の上の筐体内に形成された空気入口通路８５に通じており、次にこの通路は筐
体のファン空洞の底部を囲繞する第１の消音器空洞１３４に向かって開放されている。
【００７８】
　上部ケースは空気流発生器への空気入口をさらに定め、発泡体又は繊維等の任意の適し
た材料の交換可能なフィルタ１２９及び上部ケース６０に取り付けられたフィルタカバー
１３０を有する。入口楔部１３１は空気流ガイドとして働く。ブランクカバー１３２はコ
ネクタ１０８２、１０８２Ａと整列するケースの開口部を覆って適所で留められて通信等
のためにＰＣＢ上のポートを提供する。この空気流発生器ケース内の通信及び他の電気的
ポートのさらなる詳細を図２５～３４を参照して以下に記載する。
【００７９】
　入口空気通路はファン空洞７０の下の第１の消音器容積１３４から接続通路１３７（図
１１）を通って、ファン空洞７０とファンとの間の空洞によって定められた第２の消音器
容積内に通じている。
【００８０】
　このようにして、ファン空洞及び底部ケースと筐体との間の空間は１対の直列接続され
た容積の消音器を形成し、その間の通路は直径が制限されている。消音器システムによっ
て生まれる雑音減衰は、その消音器の容積の代表的な直径とくびれ部分との比に概ね比例
するので、最適な消音器構成はこのくびれ部分を通る、受容できない空気流の制限を回避
しながら、利用可能な消音器容積の制限に対し、特にコンパクトな機械において、最適な
雑音減衰を釣り合せなければならない。
【００８１】
　本出願人はこの釣合いの好ましい調整は、第１の消音器に近接する端部において比較的
短く、直径が滑らかに変動する導入部１３７ａを備え、下流側の端部において中間くびれ
部分１３７ｂ及び徐々に広がる導出部１３７ｃを備えた中間接続路１３７を図１０及び１
１に示すように消音器容積間にベンチュリ管として形成することによって達成し得ること
を見出した。このように消音器システムは、最小の直径部分の代表的直径に従って雑音減
衰を達成することができ、よりよい圧力低下特性が得られる。
【００８２】
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［ファン］
　ここで、図１２及び図１３に示すファンのフィーチャを説明することが都合がよいであ
ろう。
【００８３】
　ファン９０はカバー９３及びベース９４から成るファンハウジング内に垂直に設置され
た、同軸羽根車９２を備えたモータ９１、好適にはブラシレスＤＣモータを含んでいる。
空気入口９５は羽根車軸上のベース９４の床内に設けられており、カバー及びベースの空
洞が羽根車から空気出口９７に至るボリュート９６を形成している。カバー９３及びベー
ス９４は、ベースから上方に延びて段状リブ９９の上でカチッと閉まる溝穴付きタブ９８
によって連結され、タブ９８はカバー９３の平行のリブの間に収まることによってさらに
位置決めされる。カバー９３とベース９４との間の連結部はエラストマーでオーバーモー
ルド又は共成形された密封リング１０１によって密封される。
【００８４】
　ファンハウジングベース９４の底面は放射状の補鋼リブを備え、リブ間の底面をカバー
するエラストマー性減衰部材１０３がベース９４にオーバーモールドされており、フラン
ジ部分及び周縁に離間されたタブによってベースのエッジ周囲に延在している。硬質プラ
スチックのベース９４にオーバーモールドすることによって、非常に剛性の低い実質的に
音響減衰のエラストマーがファンハウジングに提供される。
【００８５】
　オーバーモールドされたエラストマー部材１０３を突き出て延びる脚１０６は、ファン
ハウジングベースの硬質プラスチック部分に一体成形されており、好適には金属製の取付
け用つる巻ばね１０２（図１３）を収容し、このばねによってファン空洞のベース７２上
にファンが設置される。
【００８６】
　本発明の目的である寸法縮小の程度は、特にモータ及びファン９０の羽根車からの雑音
及び振動の伝達を最小化するように注意されなければならない。したがって、設置用ばね
は動作中に遭遇する振動周波数の伝達を確実に最小にするように選択される。これはばね
及びファンを含んだシステムの固有周波数が、その最低の動作速度で動作しているときに
モータの軸速度の約１／１０未満になるように、ファン９０の質量を参照してばねを選択
することによって達成される。
【００８７】
　ファンがファン空洞に入ると、空気出口９７は熱可塑性エラストマー又はシリコーンゴ
ム結合部材１０８を用いて、ファン空洞の側壁から、接続のために空気流発生器の前面に
設けられた開口部を通って延びる接続ノズル１１０まで延びる空気通路と接続される。結
合部材１０８は接続部に可撓性を提供しかつファンから空気流発生器ケースへの振動伝達
に対する抵抗性を改善する少なくとも２つの波形を含むことが好ましい。
【００８８】
　したがって、ファン９０は空気流発生器の残りの部分に対する音響カップリングが最小
の状態で筐体６４のその空洞７０内で浮いている。設置用ばね及び結合部材１０８の特性
はファンの固有振動周波数の伝達を最小にするように選択される。
【００８９】
　ファン構造及びファン設置のさらなる詳細は、特許文献１及び特許文献２に記載されて
おり、その内容を本願明細書に援用している。
【００９０】
　図示の空気流発生器構造及び材料の組合せは、総容積が２Ｌ以下の空気流発生器におい
て、例えば、４～２０ｃｍ水柱圧、流速１２０Ｌ／分、及び１０ｃｍ水柱で動作するとき
に、総放射雑音の大きさが３３ｄｂＡ未満、好適には３０ｄｂＡ未満を生成することので
きるより大きなユニットと同様の性能及び雑音特性の小型のＣＰＡＰ流れ発生器ユニット
が得られるように構成されている。
【００９１】
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［ハンドル取付］
　キーパッド５９、計器盤１２７、及び運搬用ハンドル１２８は上部ケース６０に取り付
けられている。
【００９２】
　図９及び９Ａを参照すると、新規で簡単に組み立てられるハンドル取付けアセンブリを
記載し、図示している。ハンドル１２８は遠位端において内側に突出するピン１４０を備
えた対向するアームを有している。上部ケース６０はピンの各々を受け取るための一方は
開いて一方は閉じられた端部を有する１対の溝形トラック１４１を含んでいる。ハンドル
を上部ケースに組み付けるために、ピンはその個々のチャネルの開放端から挿入されて、
閉鎖端に向かって滑り込ませる。計器盤１２７は上部ケース６０の上に留められ、ピン１
４０をトラック１４１の端部内に捉える突出部１４２を含んでいる。
【００９３】
　このようにしてこのハンドル取付構造は、ハンドルアームを屈曲させて先行技術のよう
な小さな凹部にピンを位置決めさせる必要のない迅速かつ簡単な組立の手段を提供する。
【００９４】
［加湿器］
　図１４～２１に示すように、加湿器１５０は空気流発生器５０への取付け及び取外しが
簡単になるように構成されたベースユニットを含んでおり、これは次に該ベースユニット
に取付け可能かつそこから取外し可能である水容器用架台を形成する。
【００９５】
　加湿器構成要素の全体的配置は、水槽（水槽ベース６９８、シール６９９、及び水槽蓋
７００）を支持するヒータプレート（セラミック製ヒータパッド８００を備えたプレート
６３２）及び水槽蓋７００に対して密封して水槽蓋を通る水槽内への空気経路を形成する
ヒンジ付き加湿器蓋６４８を含んだヒータがその上に取り付けられるベース（後面カバー
８０３及び前面カバー６０２）を備える。
【００９６】
　ベースの後面は、当該２つのユニットが互いに向かう線形的な動きによって一緒にされ
るときに、空気流発生器５０の前面を囲繞する対応する周囲凹部１１３内に収まる周囲フ
ランジ１５３を有する。ラッチ４０４は、舌部１５６が溝穴５５内に係合し、カチッと元
の位置に戻って、舌部の端部にある下方に延びるフィンガー部１５８を用いて２つのユニ
ットを係合させるように、ばね４０４ｂにより垂直方向にかつ弾性的に強制されて下方に
可動である。ラッチ固定具４０４ａによって適所に保持される。
【００９７】
　［空気流発生器と加湿器の結合］
発生器のＰＣＢは加湿器に近接する端部に、空気流発生器ケースの端面からの光の周期的
な閃光を放出する光送信器２００及び加湿器の有無を検出する光センサ２０１を備えてい
る。加湿器の後面は、空気流発生器ＰＣＢが加湿器の存在を検出し、それに応じて制御ア
ルゴリズムを調節するように、加湿器が空気流発生器に取り付けられるときに送信器から
センサまでの光路を完成する湾曲状反射器２０２を含んでいる。
【００９８】
　ベースユニットの後面は、電源空洞６５の電源から加湿器ヒータに電力を供給するよう
に、この実施形態では１対の平形オスコネクタである、空気流発生器の前面上の結合コネ
クタ１１４と係合するためのコネクタ１６２も有する。図示の実施形態には示していない
が、他の電気的接続又はデータ接続を空気流発生器と加湿器又は空気導管又はマスクを含
む下流のデバイスとの間に確立する必要がある場合には、個々の面はさらなる相互接続デ
バイスを有してもよい。そのようなデバイスは光結合デバイス又は他の適した種類のコネ
クタの形態を取ってよい。
【００９９】
　そのような光結合コネクタを使用すれば、空気流発生器と加湿器との間で通信を行うた
めに簡単なプロトコルを実行することが可能となる。例えば、空気流発生器の電流レベル



(23) JP 6035256 B2 2016.11.30

10

20

30

40

50

を所定のアルゴリズムに応じて加湿器の動作を制御する加湿器制御器に送ることができる
。
【０１００】
　この加湿器構造では、前カバー６０２に取り付けられる裏カバー８０３は空気接続、電
気的接続、及び通信接続を空気流発生器に提供し、制御ＰＣＢ８０４及び留めアセンブリ
を支持する。留めアセンブリは固定具４０４ａ及びばね４０４ｂによって固定されるラッ
チ４０４を含み、先の実施形態について全般的に記載したように空気流発生器に加湿器を
取り付けるように働く。前カバー６０２の上部にある制御ノブ８０５はＰＣＢ８０４に接
続されて、患者が加湿の程度にわたって患者が制御できるようにする。
【０１０１】
　加湿器と空気流発生器との間の電気的接続のため、又は加湿器との電気的接続又は信号
接続のために、開口部２６４も設けられている（図１５）。
【０１０２】
　加湿器後面の空気ポート８０７は空気流発生器の出口１１０と結合する。
【０１０３】
　エラストマー性気道シール７２２は前部カバーと後部カバーとの間に収まって後部カバ
ー８０３の空気ポート８０７を前部カバー６０２の開口部６２６に接続する。シール（図
１６により詳細に示す）は、後部カバー８０３内に形成された空気ポート８０７を介して
空気流発生器出力に接続される入口コネクタ部分７２２ａと、カバー６０２の前面の開口
部６２６周囲に延在する周囲シール部分７２２ｂと、を有する。シールの壁部分７２２ｃ
はシールによって定められたより小さな開口部７２２ｄを残した状態で開口部６２６の下
方部分を閉鎖する。
【０１０４】
　その結果、気道シール７２２は円形の空気ポート８０７から前部カバーの垂直壁にある
矩形の開口部７２２ｄまでの閉鎖された通路を定める。
【０１０５】
［ヒータパッド］
　ヒータパッドは下部パーツ８０６及び上部パーツ８００ならびにヒータパッドカバー６
３２を備える。
【０１０６】
　ヒータパッドカバー６３２は上部加熱表面６３４、さらなる加熱表面として働く下方に
延びる周囲壁６３６、及び前部カバー６０２の後部上の管状突出部６２８にヒータパッド
を取り付けるための１対の取付部分６４０を備えた後部フランジを有する。
【０１０７】
　ヒータパッドカバー６３２は加湿器水容器内の水を加熱させるために、ヒータパッド又
は誘導加熱器等の他の加熱手段を上部壁６３４の下方及び壁６３６の範囲内に収容するよ
うに構成されている。
【０１０８】
　ヒータパッドカバー６３２の前部は、加湿器架台前部カバー６３２の前部まで延びてヒ
ータを支持するとともに加湿器蓋６４８用の留め具も提供する、くの字形の前方に延びる
タブ６４６を有する。
【０１０９】
［水槽］
　水容器は水槽６９８、シール６９９、及び水槽蓋７００から構成される。
【０１１０】
　水槽６９８の床はヒータパッドと相補的な形状になっており、ヒータパッドから水槽の
水に熱を伝えるのに金属又は他の適した材料から形成される。床はヒータパッドの上部加
熱面６３４及びヒータパッドの上面の高さより低いＵ字形部分に対応する略水平部分９０
０を有し、略垂直の熱伝導部分９０２を周囲の加熱表面に対応する水平部分の下に含む。
水容器が加湿器架台内に設置され、ヒンジ付き蓋６４８が閉じられると、水槽ベースは水
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槽の水に熱を伝達するようにヒータパッドに密接して保持される。
【０１１１】
　水槽容積の一部及び熱伝導面をヒータパッド周囲に提供することによって、先行技術の
加湿器と同様の水量及び加熱面積をより小型のアセンブリにおいて得ることができる。
【０１１２】
　図２０に示すように、水槽蓋の後面はＵ字形の空気通路７１８の入口端部に至る空気入
口開口部８０１を有する。加湿器蓋６４８が閉じられると、水槽６９８及び水槽蓋７００
は周囲シール７２２ｂが入口開口部８０１の後部開口部を囲繞する座内の水槽蓋の後面に
接するように後方に押圧されて、空気流発生器出口から空気通路７１８までの、及び加湿
器水槽のヘッドスペース内への密封された空気経路を形成する。これによって加湿器水槽
を再充填のために取り外し、空気流を接続するために別個の操作をする必要なく交換する
ことが可能となる。
【０１１３】
　図２１を参照すると、水槽蓋７００の内壁は、水槽ベース６９８上への水槽蓋の圧入を
制限するように働く突出部８０２ａ、８０２ｂを有する。１つの突出部８０２ａは水槽の
前部に設けられ、さらなる突出部８０２ｂ又は突出部のセットは水槽の後部の前方の水槽
蓋の反対側の側壁に設けられる。突出部８０２ｂのこの位置決めにより、ベース及び蓋を
その後方端で強く握って、接続部を側部突出部８０２ｂの周りに回転させ、かつ水槽及び
蓋を前部で分離することによって、水槽ベース及び水槽蓋を片手で外すことが可能となる
。これら構成部品を片手で分離できる能力は、特に脳卒中患者又はあまり器用ではない他
の使用者にとって非常に有用なフィーチャである。
【０１１４】
　図２０及び２１において最もよくわかるように、水容器蓋７００は水容器のヘッドスペ
ース内への加湿空気入口開口部７２０に至るＵ字形チャネルとして形成された空気通路７
１８を有する。このチャネルの床は空気入口の端部から空気が水容器に入る端部まで空気
流の方向に傾斜している。水容器蓋は楕円系の加湿空気出口開口部７２２も有する。以下
に記載するように、このような空気通路及び開口部は加湿器内に空気通路を定めるように
閉じられたときに、加湿器蓋６４８と協働する。
【０１１５】
　水は水槽蓋が適所にある状態で空気出口開口部７２２を介してか、又は水槽蓋を取り外
すことによって水容器に加えられてよい。
【０１１６】
　タンクは空気出口７２２を介して充填されることが意図されており、開口部はその出口
と都合よく構成するような寸法になっている流れ口を有する充填ボトルを備えてよい。こ
のようなボトルはタンクが正確な所定の高さまで充填することを可能にする空気ブリード
通路を組み込んだタイプの流れ口を備えてよい。
【０１１７】
　別の実施形態では、例えば、水槽蓋を取り外すことによって、他の充填構成が採用され
てよい。正確な充填高さは、水槽の壁上にけがきされているか、又は印が付けられたレベ
ル目盛を満たすことによって示してもよい。
【０１１８】
　蓋が開いたときにかつ／又は水容器が取り外されたときにヒータパッドへの電流を停止
するように、マイクロスイッチ（図示せず）又は他の感知手段が設けられてよい。
【０１１９】
［加湿器蓋及び空気通路］
　図１７～１９は加湿器蓋６４８の下側及びＵ字形通路７１８及び加湿空気出口開口部７
１６の周囲で水槽蓋７００に密封を提供するシール６７６を示している。図１８及び１９
に示すように、シール６７６は端部シール部分６７６ａ及び膜部分６７６ｂを含む。
【０１２０】
　蓋６４８は上部壁６５０及び上部壁から下方にかつ外方向に延びる前部壁６５２を有す
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る。凹部の各側の上部壁及び前部壁６５２の一部が後方に突出するアーム６５６を構成す
るように、上部壁６５０はその後部側に凹部を有する。各アーム６５６の最後部の末端に
は、内側に突出するハブ６５８がある。各ハブ及びそれに対応するソケットが蓋６４８を
前部カバーに取り付けるためのヒンジ接続を構成するように、ハブ６５８は加湿器前部カ
バー６０２のソケット６２２内に受け取られるように構成されている。
【０１２１】
　蓋６４８を開ける間、通常の行路最大範囲に達するまで、それは９０°を超えて自由に
ハブ周囲に回転されてよい。蓋及び前部カバーは、蓋が次にさらに回転される場合に、ハ
ブがソケット６２２から飛び出るように構成されている。当業者には理解されるように、
これは蓋が撓んでソケットからハブを解放するように、適した溝をハブ及び／又はソケッ
ト上に提供することによって、又は他の適したフォーメーションを蓋又はカバーの上に提
供することによって達成され得る。
【０１２２】
　各アーム６５６の下方端は蓋６４８が閉位置にあるときにアームの下方端を収容するよ
うに、前部カバーの上方部分の形状と相補的に成形されている。
【０１２３】
　蓋６４８は加湿空気を患者に供給するためのホースを取り付けるための上部壁６５０を
通って上方壁の上部から鋭角で上方かつ前方に延びる加湿空気出口パイプ６６２を備える
。パイプ６６２は上部壁６５０の下面より下にあるままで、楕円形リム６６４を定める。
【０１２４】
　閉鎖された経路を、故にＵ字形の閉じられた領域６６８を壁の境界内に定めるように構
成された壁６６６は、上部壁６５０の下方表面から下方に延びている。
【０１２５】
　前部壁６５２の前部末端では、すなわちその壁の下方端に隣接して、凹状切欠き６７４
がヒータパッドカバーのタブ６４６とカチッと係合して蓋用の留め具として働くために壁
の後部（内側）表面に設けられている。蓋はアセンブリを屈曲させて切欠きからタブを解
放することによって開放され得る。
【０１２６】
　エラストマー性蓋シール６７６が蓋６４８に取り付けられており、これを図１８及び２
０に示している。蓋シールの端部シール部分６７６ａは、水槽蓋上のＵ字形チャネル７１
８とシール膜の間の空間が水槽の入口空気通路を形成するように、かつ水槽蓋の空気出口
開口部７２２が蓋シールの楕円形の開口部６７６ｅを介して加湿器蓋６４８の空気出口パ
イプ６６２に通じるように、蓋６４８の底部の壁６６４及びリム６６６の上に構成するチ
ャネル６７６ｃ、及び水槽蓋の上面に対して密封する湾曲した封止フランジ６７６ｄを含
む。これは水容器を取り外すために空気管を接続かつ取外しなくても達成される。
【０１２７】
　空気流発生器から供給される空気が加圧されるので、この圧力は延長部分を外方向かつ
下方に延ばすことによって、密封部材６７６の封止フランジ６７６ｄが凹部７１８周囲に
確実な密封を形成しやすいようにする。水容器を出る空気の圧力があるので、同様の効果
が水槽蓋の楕円形の開口部７１６を囲繞するシール上で発生する。
【０１２８】
　一旦空気流発生器からの空気が水容器に入れば、次に空気は空気が湿らされるように水
の表面にわたって移動する。ヒータパッドによる水の加熱はこの加湿を増強する。次に、
空気は出口開口部７１６を通って水容器を出て加湿空気を患者に供給するに適したホース
（図示せず）に取り付けられた空気出口パイプ６６２に至る。
【０１２９】
　弓形の経路を用いて水槽ヘッドスペースに空気入口を提供することによって、水容器内
の水塊は渦巻かされるので、水槽に入っている水からの水蒸気の取り込みが増強される。
【０１３０】
　本発明の別の実施形態では、空気がタンクを通過するときに空気の渦巻を含むことによ
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って達成されるこの水蒸気の取り込みの増強によって、水槽の水を加熱することが省かれ
る。そのような実施形態では、加熱要素及びその制御部ならびに加熱板及び金属製タンク
ベースを含んだ熱伝導構成要素は省かれ、加湿器がより単純で、受動的なデバイスになる
。
【０１３１】
　本発明の加湿器アセンブリは先行技術に対して多数の利点を有する。１つの利点は使用
の利便性に関する。使用の利便性はすべての患者、特にあまり器用でない人には重要であ
る。
【０１３２】
　加湿器アセンブリのベースは「下向き」の略Ｕ字形のチャネルを含む。水槽の底部はこ
れに対応する「上向き」のＵ字形を有する。Ｕ字の外壁は傾斜になっているが、内壁は概
ね垂直である。ベース及び水槽が相補的構造体有するので、水槽を概ね正確な位置に置く
ことは、以下に記載のように密封位置である程度正しい位置に自己整合することを意味す
る。
【０１３３】
　本発明の構成の水槽は患者が先行技術で用いられるような面倒な小さい管を接続しなく
ても、密封位置に容易に設置することができる。この一態様は密封が対応する平坦な表面
を呈する個々のシリコーン製ガスケットに対して、水槽の後部等の略平坦な表面、すなわ
ち水槽の上面を設置することによって提供されることである。個々の密封はその２つの平
坦な表面が接するときに形成される。したがって、加湿器アセンブリは非常に便利な「ド
ロップイン」構造体有する。
【０１３４】
　水槽は旋回する蓋を完全に開いた状態から閉じた状態まで約９０°揺り動かすという単
純な動作によって適所に保持される。蓋は係合されると可聴的で安心できる「カチッ」と
いう音を出す強力な機構によって適所に固定される。この好適な実施形態では、旋回動作
が蓋に用いられるが、滑動及び並進を含む他の動作も想定される。
【０１３５】
　加湿器アセンブリの蓋は好適な形態では略円筒形の空気送出管コネクタを含む。空気送
出管の蓋への接続は水槽が適所にあるかどうかに関係なく達成され得る。この構成は必要
に応じて加湿器アセンブリから空気送出管を外さなくても、水槽を取り外して水を再充填
することができることを意味する。
【０１３６】
　図示の加湿器構造は製造及び使用が簡単になるように構成された小型の加湿器を提供し
、加湿器ユニット及び空気流発生器ユニットが一緒に組み立てられるときに空気流発生器
内への水の逆流に対する防止をさらに提供する。逆流防止は空気通路の床が斜めになって
いること及び空気通路７１８から加湿器水槽６９８のヘッドスペース内への空気入口７２
０に対する空気入口開口部８０１及びシール７２２の開口部７２２ｄの位置によって達成
される。特に、水槽がその水平位置にある間に過剰に充填されると、水はＵ字形の空気通
路７１８に沿って、空気入口開口部８０１より低い前部壁７１７を有するその最も最前の
部分にまでだけ逆流し、本装置の前部に向かって排出される。本装置が後部の上に傾けら
れると、空気通路７１８の中間部分は開口部７２０の高さを超えるので水は水槽から空気
入口８０１までの空気通路に沿って逆流するのが妨げられる。そして、一旦、本装置が正
しい位置に戻ると水は水槽内に逆流する。
【０１３７】
　本装置がその側部に傾けられると、空気入口開口部７２０又は空気入口８０１は水位よ
りも高くなるので、水は低い空気流発生器に逆流しないはずである。また、一旦、本装置
が正しい位置に戻ると、水槽から漏れる水は水槽内に逆流する。
【０１３８】
　必要に応じて、適した地点に逆止弁、例えば、加湿器の空気入口の口内に支持される可
撓性膜を位置決めすることによって、逆流に対するさらなる防止を提供することができる
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。
【０１３９】
　既に記載のそのようなフィーチャ及び利点に加え、本発明の構成要素及び加湿器は種々
の利点を有する。
【０１４０】
　加湿器蓋の一部として上部シールを水容器に提供することによって、使用の容易さの改
善が得られると同時に、水の溢出のリスクが最小に抑えられる。さらに、蓋シールの輪郭
は蓋空洞及び水容器のヘッドスペース内に形成されるかもしれない結露を集めるように構
成されており、蓋が開けられたときにこの結露の空気流発生器への逆流が妨げられる。
【０１４１】
　さらに、加湿器の前部カバー及び後部カバーの構成並びにヒータパッドの構成は、製造
ラインで加湿器ユニットを組み立てる間に再方向付けする必要性が最小になるように共に
垂直配向で収まることができるように構成されている。
【０１４２】
　また、蓋シールによって提供される蓋と水容器との間の接続部の弾性は、複雑で費用の
かかるばね負荷によるヒータパッドの設置を加えなくても、水容器のベースとヒータパッ
ドとの間に良好な熱伝導接触を維持するために、蓋が閉められても圧力を水容器に対して
下方に維持するように構成されている。
【０１４３】
［加湿器電源］
　加湿器は患者への空気供給湿度の調整を可能にする制御ノブを備える。湿度設定が高く
なると、水容器の温度はヒータへの電力を大きくして加湿器を出ていく空気の湿度を上げ
ることによって増大される。制御ノブは滑らかに可変する制御、すなわち一続きの離散し
た湿度設定を有してよく、電力がヒータパッドに供給されない「オフ」設定を有するであ
ろう。湿度設定とヒータへの電力との相関はＰＣＢ８０４上の回路によって制御される。
【０１４４】
　図２２は上限及び下限を含む湿度設定（ｘ軸）に対する目標の水容器温度（ｙ軸）の好
ましい較正曲線のグラフである。
【０１４５】
　この相関曲線の左端では、低い湿度設定及び制御ノブのオフポジションに対応して、ヒ
ータ制御部は、周囲温度未満で、好適には加湿器の最低の動作温度未満である非常に低い
目標とするヒータ温度を選択する。このように、制御ノブがそのオフポジションにあると
きには加熱は停止されると同時に、一体式のオフスイッチ又は別個のオン／オフスイッチ
なしでより安価なポテンショメータの使用が可能となる。制御ノブ機構の設置はユーザに
ヒータが停止されていることを確証するために触知性の「クリック」を制御ノブのオフポ
ジションに提供し得る。
【０１４６】
　図２３は制御ノブ８０５によって起動されるポテンショメータＰＯＴ１及びヒータ８０
０に電力を提供する演算増幅器ＯＡ１を備えた水温を制御する加湿器制御回路の回路図で
ある。
【０１４７】
　動作温度を設定するために、ポテンショメータが加熱要素と直列で使用されてよい。し
かし、これは以下の式のようにポテンショメータを通って大きな熱損失が生じるかもしれ
ない。
【０１４８】
【数１】

【０１４９】
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　上式中、Ｖは電源電圧であり、通常は固定であり、ＲはＲＨ＋ＲＰである。ＲＨはヒー
タの抵抗で固定であり、ＲＰは、可変でありかつ温度制御を行うポテンショメータの抵抗
である。この電流はＩ＝Ｖ／Ｒで、ポテンショメータを通る熱の比はＩ２＊ＲＰ＝ＲＰ＊
Ｖ２／（ＲＰ＋ＲＨ）２である。この熱のリマインダは水を加熱するためにヒータ要素に
よって用いられる。
【０１５０】
　このようなポテンショメータにおける熱損失はオーバーヒートを防ぐために大きな熱放
散表面を必要とする。
【０１５１】
　本実施形態では、動作温度を設定するために、ポテンショメータは半導体構成の制御経
路において使用される。ポテンショメータはここではヒータ要素を駆動するのに必要な負
荷電流よりはむしろ半導体制御電流を運ぶだけなので、これは実質的にポテンショメータ
を通る電流を低減させる。
【０１５２】
　好適な実施形態では、ポテンショメータはヒータを直に的か又は高電流半導体スイッチ
を介して駆動する演算増幅器を制御するように温度感知要素と併せて使用される。
【０１５３】
　図２３は演算増幅器ＯＡ１を介して温度を制御する構造体示している。
【０１５４】
　演算増幅器ｎ１はＶ＋が加算入力でＶ－が減算入力である１対の入力を有する。この増
幅器の出力は入力Ｖ＋の電圧と入力Ｖ－の電圧との間の差に比例する。
【０１５５】
　入力Ｖ－は抵抗器Ｒ２１とＲ１７との比によって決定される基準電圧に接続される。
【０１５６】
【数２】

【０１５７】
　水の温度は感温性抵抗素子、すなわちサーミスタＴＨ１によって感知され、動作点はポ
テンショメータＰＯＴ１によって設定される。演算増幅器入力Ｖ＋はＲ１０６及びサーミ
スタＴＨ１のジャンクションに接続される。演算増幅器のスイッチング閾値は、ポテンシ
ョメータＰＯ１＋抵抗器Ｒ１０６の抵抗と抵抗器Ｒ１０＋抵抗器Ｒ１０と並列のサーミス
タＴＨ１＋抵抗器Ｒ１１によって形成された抵抗ネットワーク抵抗との比によって決定さ
れ、抵抗器Ｒ１７と抵抗器Ｒ２１との比に等しい。すなわち、サーミスタＴＨ１と抵抗器
Ｒ１０６と間のジャンクションがＶ－の電位をクロスオーバーするときに、演算増幅器は
切り替わる。
【０１５８】
　演算増幅器は供給地点Ｖｓｓ及びＶｏから給電されるので、駆動電流はポテンショメー
タを通過しない。ＶｓｓはＶｓと同じであってよく、Ｖｏ０ｖと同じであってよい。演算
増幅器はヒータ要素を直に駆動し得るか、又はヒータ要素を駆動するパワートランジスタ
を制御し得る。
【０１５９】
　この構成はポテンショメータを通る消失を著しく低減させて、冷却の必要性が小さいよ
り小さなポテンショメータの使用が可能となる。この構成はまた、図２２に関して上に記
載の「柔らかい」オフ設定構造体実施する際に使用されるように構成されている。
【０１６０】
［リマインダメニュー］
　図２４は患者に特定の事象、例えばそれらのマスクを交換するとき、Ｄａｔａ　Ｃａｒ
ｄ（それらのデバイスがＤａｔａ　Ｃａｒｄを使用可能な場合）を挿入するとき等をアラ
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ートするように多数のリマインダを設定するためのリマインダメニューのフローチャート
である。それは特別にカスタマイズされたリマインダを設定するのに使用することもでき
る。
【０１６１】
　あるリマインダが予定される場合、あるメッセージがＬＣＤ上に表示され、デバイスが
治療を送り届けないときは常に残ったままである。メッセージが表示されると、ＬＣＤの
バックライトが点滅する。患者に対する２つ以上のリマインダが同じ日付に予定されると
、予定されたリマインダのすべてがその日の間ずっと表示される。患者はＬＥＦＴキーを
押すことによって（又はＤａｔａ　Ｃａｒｄリマインダの場合には、Ｄａｔａ　Ｃａｒｄ
を挿入することによって）メッセージを消去することができる。
【０１６２】
　すべてのリマインダに対するデフォルト設定は、それらが使用不可能ということである
。本リマインダメニューを使用するためには、患者はスタンバイスクリーンから少なくと
も３秒間ＬＥＦＴ及びＤＯＷＮを押すことによってＲｅｍｉｎｄｅｒ　Ｍｅｎｕを入力す
る。
【０１６３】
　図２４はＲｅｍｉｎｄｅｒ　Ｍｅｎｕスクリーンをまとめたものである。
【０１６４】
　ＲＥＰＬＡＣＥ　ＭＡＳＫ－時限式のリマインダを設定してマスク交換の必要なときを
患者に知らせるためのものである。患者はＬＥＦＴ（ｃｌｅａｒ）キーを押してＬＣＤか
らそのメッセージを消すことができる。
【０１６５】
　ＣＡＬＬ　ＰＲＯＶＩＤＥＲ－ある時間に療法士に電話するために患者のためのリマイ
ンダを設定するものである。例えば、療法がどのように行われているかを検討するための
ものである。患者はＬＥＦＴ（ｃｌｅａｒ）キーを押してＬＣＤからそのメッセージを消
すことができる。
【０１６６】
　ＩＮＳＥＲＴ　ＣＡＲＤ－患者の空気流発生器がＤａｔａ　Ｃａｒｄ使用可能である場
合、療法士は患者のデータを伝達するためにＤａｔａ　Ｃａｒｄを挿入が必要であること
を患者に知らせるために空気流発生器に時限式のリマインダを設定することができる。こ
れによって療法士はコンプライアンスを確立することができる。ＬＣＤからそのメッセー
ジを消すためには、患者はＤａｔａ　Ｃａｒｄを実際に挿入すべきである。（患者はＬＥ
ＦＴ（ｃｌｅａｒ）キーを押してそのメッセージを消すこともできる）
【０１６７】
　ＲＥＰＬＡＣＥ　ＦＩＬＴＥＲ－患者に空気フィルタを交換する時を知らせるために時
限式のリマインダを設定するためのものである。患者はＬＥＦＴ（ｃｌｅａｒ）キーを押
してＬＣＤからそのメッセージを消すことができる。
【０１６８】
　図２５～３２は空気流発生器の背面図であり、先に示すモジュラー式データ接続の種々
の形式を示しており、空気流発生器ハウジングの後部に溝穴８３を用いている。
【０１６９】
　図２５を参照すると、溝穴８３は矩形凹部１１１５の壁に設けられている。以下に記載
のように、凹部からクロージャ要素を取り外しやすいように、弓形凹部１１２３がユニッ
トの上面で凹部１１１５の上に設けられている。
【０１７０】
　プリント基板８１の後部には、エッジコネクタ１０８２及び滑動コネクタ１０８２Ａが
ケース６０の後部のコネクタ溝穴８３と整列され、それを通してアクセス可能であり、以
下により詳細に記載するモジュール式のコネクタ構造体提供する。
【０１７１】
　図２６に示すように、対象の空気流発生器が任意のデータ接続とともに採用されないこ
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とが意図される場合、溝穴８３は凹部１１１５内に収まるように成形されたブランククロ
ージャ要素１３２によって閉鎖される。このクロージャ要素を図２７により詳細に示す。
このクロージャ要素は、凹部１１１５の壁にある１１２２等の対応する凹部に構成する下
方タブ１１１８及び上方タブ１１１９を用いて凹部にカチッと収まって、溝穴８３を閉鎖
してユニットの取り囲んでいる表面の輪郭と一致する。
【０１７２】
　異なる種類のデータデバイスを受け取るために、相補的に成形されたクロージャ要素が
提供され得る。スマートカード１１２０を受け取るための溝穴を備えた要素１１１６ａを
図２８に示している。要素１１１６ａ又はプリント基板自体が必要なスマートカード用ソ
ケットを有してよい。
【０１７３】
　ＤＢ型データソケットを備えたクロージャ要素１１１６ｂを図２９に示している。この
場合、要素１１１６ｂは下方の前部凹部１１２１を受け取って関連するプラグの把持を容
易にするように成形されている。この構成の変形例の断面を図２９に示しており、要素１
１１６ｂの内部コネクタ１０８６及びＰＣＢのエッジコネクタ１０８２と外部ＤＢ９コネ
クタ１０８８との間の接続を示している。
【０１７４】
　必要に応じてメモリカード及び事前プログラムされたデバイス等のデバイスの接続を可
能にするために、他の形態の要素１１１６を設けることができる。この便利さによって種
々のデバイスを、例えば、空気流発生器コントローラに含まれたシステムクロックを利用
し得るクロックディスプレイ、音声起動ユニット、酸素測定、ＥＣＧ、及び他の診断補助
物、録音装置、照明をモジュール形態で本装置と統合することがさらに可能になる。
【０１７５】
　図３０～３２は一続きの空気流発生器の後部の斜視図であり、モジュール式データ接続
構成の一実施形態を示している。図３３は前部のＵＳＢクロージャ要素モジュールの内面
を示し、図３４は空気流発生器の縦断面図である。
【０１７６】
　図３０は開いた状態でエッジコネクタ１０８２及び空気流発生器ＰＣＢ８１の後部側の
滑動コネクタ（図面では見えず）を露出した溝穴８３を示している。コネクタ１０８２、
１０８２ＡはＰＣＢと外部デバイスとの間でデータ及び／又は電力を運ぶ複数の電気的接
点を含む。
【０１７７】
　図３１はデータ接続が必要とされない図３１の構造体示しており、図２５～２７を参照
して上に全体的に記載したブランククロージャ要素１３２によって溝穴がカバーされてい
る。
【０１７８】
　図３２は標準的なユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート１０８４をその後面に有
する取外し可能なクロージャ要素モジュール１１１６ｃを示している。要素１１１６ｃは
電気的伝送及び／又はデータ伝送用のＰＣＢコネクタ１０８２の接点の全部又は選択され
た１つと接続されるように構成されたその前方の内面（図３３及び３４）において、電気
的／データ経路を電気的コネクタ１０９０に組み込んでいる。このクロージャモジュール
１１１６ｃは、モジュールがＰＣＢコネクタと標準的なＵＳＢポートとの間のアダプタと
して働くように、その内部コネクタと外部コネクタとの間にデータ経路及び／又は電気的
経路を完成させる内部電気的構成要素を有する。
【０１７９】
　複数の相互に交換可能な接続モジュールが１つ又は複数のＰＣＢ上の固定された標準的
コネクタに構成する上記のようなモジュール式データ接続構造体提供することによって、
ユニットはその患者が要求する上記コネクタのみが設けられてよく、かつ必要が生じた場
合に限り付加的なコネクタモジュールが供給されてよいので、空気流発生器ユニットのコ
スト及び大きさは低減され得る。さらに、この構成は技術的進歩又は世界的なデータ接続
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【０１８０】
　本願明細書では、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」という用語は、その「オープン」な意味で
、すなわち「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ」の意味であり、故に、その「閉鎖的」な意味で、すな
わち「ｃｏｎｓｉｓｉｔｉｎｇ　ｏｎｌｙ　ｏｆ」の意味に限定されるものではないこと
を理解されたい。これに相当する意味は、登場する場合には、それに相当する単語「ｃｏ
ｍｐｒｉｓｅ、　ｃｏｍｐｒｉｓｅｄ及びｃｏｍｐｒｉｓｅｓ」に属すべきである。
【０１８１】
　この発明の特定の実施形態を記載してきたが、本発明はその本質的特徴から逸脱するこ
となく他の特定の形態で具現化されてよいことは、当業者には明白であろう。したがって
、本発明の実施形態及び実施例はあらゆる点において例示であって限定的でないとみなさ
れるべきであり、本発明の範囲は上記の記載ではなくむしろ添付の特許請求の範囲によっ
て示され、したがって、特許請求の範囲の意味及び同等性の範囲に入るすべての変更は本
願明細書に包含されることを意図している。本願明細書におけるすべての先行技術に関す
る参考文献は、反対の示唆が登場しない限り、そのような先行技術は本発明が関連する当
業者に一般に知られたものであることをさらに理解されたい。
【符号の説明】
【０１８２】
６０　上部ケース
６１　底部ケース
６３　封止部
６８　ディスプレイ
７０　空洞
７１　側壁
７２　ベース
７３　金属ライナー槽
７４　蓋
８１　プリント基板
１０２　取付け用つる巻ばね
１０６　脚
１２０　シェル
１２１　エラストマー性ライニング
１３７　接続通路
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